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今
年
の
夏
も
市
内
各
所
で
祇
園
祭
の
お

囃は
や
し子

が
響
き
、
大
勢
の
人
々
が
山
車
や
屋

台
を
ひ
く
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
山
車

の
中
に
は
、
歴
史
的
な
物
語
を
題
材
と
す

る
大
型
の
人
形
を
乗
せ
る
も
の
も
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
山
車
と
一
体
と
な
っ

た
人
形
を
山
車
人
形
と
呼
び
ま
す
。

　
博
物
館
の
収
蔵
資
料
に
は
、
旧
中
城
町

（
現
中
央
一
丁
目
）が
所
有
し
た
、
山
車
人

形
が
あ
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
使
用
で

傷
み
が
目
立
ち
、
改
変
の
あ
と
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
町
の
人
々
が
愛
着
を
も
っ
て
こ

の
人
形
に
接
し
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。
博
物
館
で
は
、
こ
の
資
料
の
重
要

性
と
多
く
の
方
に
良
好
な
状
態
で
見
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
２６
年
か
ら
修
復
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
山
車
人
形
は
、
平
成
６（
１
９
９

４
）年
９
月
に
中
央
一
丁
目
地
区
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造
の
二
体
分
の
頭
か
し
ら

や
一
体
分
の
腕
な
ど
が
残
り
ま
す
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
寄
贈
以
前
に
頭
内
部
か
ら

取
り
出
さ
れ
た
貼
り
紙
に
は「
明
治
八
歳

乙き
の
と

亥い

三
月　

泰た
い
せ
い
さ
い

精
斎　

古ふ
る
か
わ川
長ち

ょ
う
え
ん延
作
」

と
書
か
れ
、
頭
を
収
納
す
る
古
び
た
木

箱
の
蓋
に
は
、
表
に「
源げ

ん
ざ
ん
み

三
位
頼よ

り
ま
さ政

公　

猪い
の
は
や
た

隼
太　
御
頭
」、
裏
に
は
明
瞭
に「
明
治

八
乙
亥
年
四
月　
中
城
町
」と
墨
書
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
木
箱
や
貼
り
紙
の
記
述
は
、

こ
の
山
車
人
形
が
今
か
ら
１
４
０
年
以
上

も
前
の
明
治
８（
１
８
７
５
）年
３
月
に
、

東
京
の
人
形
師
・
古
川
長
延
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
こ
の
源

み
な
も
と
の

頼よ
り
ま
さ政

と
猪
隼
太
の
山
車
人
形

の
組
み
合
わ
せ
は
、
平
家
一
族
の
盛
衰
を

描
い
た『
平
家
物
語
』の
一
節
で
知
ら
れ

る
、
鵺ぬ

え
退
治
の
場
面
を
再
現
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
内
容
は
、
平
安
時
代
の
末
頃
、

勅
命
に
よ
り
、
弓
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ

る
頼
政
が
真
夜
中
の
宮
中
に
お
い
て
、
郎

党
の
隼
太（『
平
家
物
語
』で
は
早
太
と
し

て
登
場
）と
と
も
に
、
頭
は
猿
、
体
が
狸
、

手
足
は
虎
、
尾
が
蛇
と
い
う
妖
怪
・
鵺
を

し
と
め
る
と
い
う
お
話
し
で
す
。

　
も
と
も
と
、
こ
れ
ら
の
山
車
人
形
が
山

車
の
最
上
部
で
ど
の
よ
う
に
飾
ら
れ
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
治
３９（
１
９

０
６
）年
の
祇
園
祭
の
時
に
撮
影
さ
れ
た

古
写
真
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
頼
政
は

烏え

ぼ

し
帽
子
を
か
ぶ
り
、
公
家
風
の
衣
装
で
腰

に
刀
を
帯
び
、直
立
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

隼
太
は
太
い
眉
に
口
ひ
げ
を
た
く
わ
え
、

鎧よ
ろ
いに

身
を
包
み
、
や
や
前
か
が
み
に
短
刀

を
振
り
か
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
貼
り
紙
に
記
さ
れ
た
古
川
長
延

は
、
文
政
９（
１
８
２
６
）年
生
ま
れ
で
、

明
治
３０
年
代
末
頃
に
没
し
た
と
さ
れ
ま

す
。
江
戸
祭
礼
文
化
の
終
焉
を
飾
る
数
々

の
山
車
人
形
を
制
作
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
、
江
戸
最
後
の
山
車
人
形
師
と
称
さ
れ

ま
す
。
明
治
３３（
１
９
０
０
）年
に
発
刊
さ

れ
た『
千
代
田
日
報
』に
は
、
７５
歳
を
む
か

え
た
長
延
の
回
顧
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、自
ら
が
制
作
し
た
江
戸・

東
京
お
よ
び
周
辺
地
域
の
山
車
人
形
に
つ

い
て
ふ
れ
、
土
浦
の
頼
政
や
隼
太
に
つ
い

て
の
記
述
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
旧
中
城
町
の
山
車
人

形
は
、
制
作
年
代
と
製
作
者
が
明
ら
か
で

あ
り
、
市
内
に
残
る
最
も
古
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
江
戸
で
隆
盛
し

た
祭
礼
文
化
の
地
方
波
及
を
う
か
が
い
知

る
資
料
と
し
て
も
重
要
と
い
え
ま
す
。

　
旧
中
城
町
の
山
車
人
形
は
、
９
月
１
日

か
ら
３０
日
ま
で
展
示
い
た
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２
９
２
８
）
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